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について検討した。 (2) 免疫したM3R-/-マウスの脾細胞を Rag1欠損 (Rag1-/-) マウスに




分離した CD3+ T細胞のみを Rag1-/- マウスに移入し、唾液腺における組織学的検討を行
った。 
【結果】(1) M3Rペプチドを免疫した C57BL/6マウスと比較して、M3R-/-マウス由来脾細
胞において、M3R抗原に対する IFN-および IL-17の有意に高い産生が認められた。 (2) 
M3R-/-→Rag1-/-マウスにおいて、唾液分泌量の低下、血清中の抗M3R抗体価の上昇が認
められた。(3) 唾液腺組織において CD4+ T細胞を主体とする細胞浸潤が認められ、アポト
ーシス細胞が検出された。病変部において、IFN-、IL-17の発現およびMHC クラス II、
CD86分子の発現が認められた。 (4) CD3+ T細胞のみを移入した Rag1-/-マウスの唾液腺
においても同様に CD4+ T 細胞を中心とする細胞浸潤が観察された。 
【考察】以上の結果より、M3Rに対する自己免疫応答により SS類似の唾液腺炎が誘導さ
れることが示された。その発症には、CD4+ T細胞が主要な役割を担っており、IFN-およ
び IL-17などの炎症性サイトカインの関与も示唆された。しかし、CD4+ T細胞のどのサブ
セットに起因するかについては、明らかとなっていない。IFN--/-マウスおよび IL-17-/-マ
ウスを用いた更なる解析が必要である。 
【結論】M3Rに対する T細胞を中心とした自己免疫応答が、SSの発症に関与している可
能性が示唆された。 
 
 
 
 
 
